



































































































































































































































































那 調べる時に A B どれだけ
使ったもの ちがうか
1 コップ 8 5 3
2 おわん 2 1 1
3 茶わん 3 2 1
4 コップ 10 7 3
5 (大きい)紙コップ 7 5 2
6 (小さい)紙コップ 15 9 6
本時の学習を振り返り,ちがいを表すには,
任意単位のいくつ分かで表せばよいこと,め
もりのある入れ物を使えば便利であることを
まとめた｡
(5)その後の展開
次時の任意単位による測定から普遍単位に
よる測定-の思考の流れは,必要感からスム
ーズに行うことができていた｡任意単位の経
験からm且,db,aを使う良さをLっかり
味わうことができた｡500m9,1a.1_5且の
-ツトボ トルを導入から使っていたので旦感
をつかむのもつかみやすかった｡
4 本研究のまとめ
この単元においては,グループで協力した
活動を取り入れることが,かさくらペを行い,
単位とそのいくつ分で測定するよさに気づく
上で有効であると考え,研究テーマに取り入
れた｡学び合いの場をつくることで,普段,
自分の考えがもちにくい子どもも友達といっ
しょになって芸果題に取り組むことができてい
た｡友達と活動と考えを共有することで,主
体的に学習に取り組めていた0度接比較,間
接比故から,任官単位による測定-と,ひと
つずつ丁寧に行うことで,チビもたちがそれ
ぞれのよさについて体感できた0本時では.
単位とそのいくつ分で測るよさに気づき,学
び合うことができた｡そして,巌終的には,
次時の普遍単位のよさを見つけ出すことがで
きた｡
今回の実践を通して,学び合いが生まれる
ように,人とものに主体的に関わり合う環軽
をつくることで,自分の考えのよさ,友達の
考えのよさに気づくことができるという実感
を得た｡さらに別の単元においても学び合い
の場を生かして,工夫を重ねていきたい｡
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